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特集 運営適正化委員会をご存知ですか？

小貝川ふれあい公園（下妻市）

み
ん

なの
手で地域をつくろ

う

はんどちゃん

文化交流活動の様子
フレンドリーあんず（関連記事Ｐ８）

はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャ
ラクターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社
会福祉協議会を中心に活用されています。
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○はじめに
　運営適正化委員会は、社会福祉法、政令・省令の規定とともに要綱により定められた機関で、①社会
福祉協議会で行っている認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力が不十分な方を対象
とした日常の生活を支援する事業の適正な運営の確保（社会福祉協議会が預かったお金の出し入れや通
帳や証書の預かりサービス等などが適正か）、②福祉サービスに関する利用者等からの苦情の適切な解
決を図ることを目的として、都道府県社会福祉協議会に設置されています。
　本来、福祉サービスを利用している方などからの苦情の解決については、福祉サービスを提供する事
業者に課されていますが、特に解決困難な事例への対応や事業者に申し出しづらい相談の解決を図るた
めに設置されています。

○具体的にどんなことをしているのですか？
　みなさまと関連が強い部分としては、②福祉サービスに関する利用者等か
らの苦情の適切な解決を図ることだと思います。運営適正化委員会では、行
政のように事業者を指導することはできませんが、利用者からの相談内容を
良くお聞きしご意向を確かめたうえで必要に応じて助言や話合いの場を設け
るなど、解決に向けて事業者と利用者の仲立ちをしております。下記の窓口
で受け付けておりますのでお気軽にご相談ください（秘密厳守です）。また、
こちらにお越しのうえでのご相談の場合には、事前にご連絡ください。
　なお、匿名での相談も受け付けておりますが、匿名の場合、事業者に事情
を聞くことが困難となる場合がありますのでご了承ください。

※介護保険に関する苦情については…
　 　介護保険の対象となるサービスに対する苦情は、市町村の介護保険の窓口や国民健康保険団体連合
会（029-301-1565）の対応が不可欠ですので、運営適正化委員会でもお受けいたしますが、直接相談
することもできます。

運営適正化委員会をご存知ですか？

問い合わせ先
　茨城県運営適正化委員会
　　住所　〒３１０－８５８６
　　　　　水戸市千波町１９１８（茨城県総合福祉会館２階）
　　TEL　０２９－３０５－７１９３　　FAX　０２９－３０５－７１９４
　　E-mail　tekisei@ibaraki-shakyo.jp

　　相談時間
　　　月～金曜日　午前９時～午後５時（土・日、祝祭日、年末年始はお休みです。）
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○運営適正化委員会の委員はどんな人が選ばれているのですか？
　現在、茨城県では社会福祉に関し学識経験を有する委員（大学教授、社会福祉士、認知症の人と家族
の会茨城支部、茨城県精神保健福祉連合会、茨城県老人福祉施設協議会、茨城県心身障害者福祉協会）、
法律に関し学識経験を有する委員（弁護士）、医療に関し学識経験を有する委員（医師）の８名で構成
されています。これらの委員は中立性・公平性が求められることから、設置要綱等で詳細に定められて
います。

○どんな相談（苦情）が多いのですか？
　相談の内容は千差万別ですが、サービス内容（職員の接遇が悪い、説明不足）についての相談が最も
多く、平成 24 年度では全体（58 件）の半数を占めておりました。

○最後に
　運営適正化委員会は、利用者と施設との仲立ちをする機関であることから、法律上問題がある場合を
除き、基本は話合いで解決をすることとなります。昨今は、ちょっとした職員の態度や言葉遣いでも苦
情として相談を受け付けることもあります。まず、事業者側と良く話をしてみて、それでも解決が望め
ない、第三者が入った方が良いと判断された場合にご連絡いただければと思います。
　お互い人と人であり、色々な意見の違いもあろうかと思いますが、話せば
分かることも多いと思います。第三者として双方の意見聴取をしてみると誤
解が原因となっていると思われる苦情もあります。事業者も苦情相談を受け
付けることで改善につなげることができますので、遠慮せずに事業者にご相
談しても良いのではないでしょうか。

その他
3

サービス内容
 31

権利侵害
7

説明・情報提供
10

被害・損害
7

※　説明・情報提供…契約拒否の理由や説明が不十分等
　　被害・損害　　…怪我をされた際の理由や説明が不十分等
　　権利侵害　　　…プライバシーの侵害等
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平成 24年度　一般会計決算状況

【収入の部（決算額：円）】

名称 決算

会費 18,977,500

寄附金 7,221,838

補助金 340,650,260

助成金 900,000

受託金 863,364,844

事業収入 20,540,894

共同募金配分金 9,000,000

受取利息 22,850,925

その他 118,097,981

合計 1,401,604,242

その他の収入の内訳

名称 決算

負担金 12,249,500

雑収入 12,218,159

会計単位間繰入金 8,740,320

経理区分間繰入金 16,028,435

その他 18,657,258

前年度繰越金 50,204,309

合計 118,097,981

【支出の部（決算額：円）】

経理区分 決算

法人運営事業 171,360,060

企画・広報事業 53,054,666

連絡・調整事業 13,553,052

助成事業 143,952,208

ボランティアセンター活動事業 8,584,239

共同募金配分金事業 9,290,000

福祉人材センター事業 29,336,851

日常生活自立支援事業 51,986,973

基金運営事業 32,654,547

収入
1,401,604,242円

受託金
61.6%

寄附金0.5%

助成金0.1%

会費1.4%
受取利息1.6%

共同募金配分金0.6%
補助金
24.3%

事業収入1.5%

その他8.4%

支出
1,401,604,242円

運営適正化委員会事業1.2%

基金運営事業2.3%

日常生活自立支援事業3.7%

福祉人材センター事業2.1%

共同募金配分金事業0.7%

ボランティアセンター活動事業0.6%

連絡・調整事業1.0%

企画・広報事業3.8%

福祉相談支援事業0.5%

助成事業
10.3%

福祉・
介護人材
確保事業
59.1%

次年度繰越金1.6%

福祉サービス第三者評価事業0.9%

法人運営
事業12.2%

平成 24年度　事業報告
　我が国では、平成 24 年末の新政権発足後、景気の改善を示す動きもみられておりますが、依然として
厳しい経済・雇用情勢が続いており、平成 21 年度から始まった緊急雇用対策も継続して実施されています。
また、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災は甚大な被害をもたらし、現在も復旧・復興に向けた
取り組みが実施されています。一方、地域社会や家庭のあり様が大きく変化し、人と人とのつながりが希
薄になり、家庭や地域での助け合い、支え合う機能が低下し、高齢者や児童への虐待、孤立死、引きこも
りなどといった深刻な課題が生じております。
　このような情勢の中、生活困窮状態にある離職者等への生活支援対策、将来の成長分野として期待され
る福祉・介護分野の雇用確保対策など、社会福祉協議会の役割がますます高まり、その期待に応えていく
ことが求められております。また、行政や地域住民、さらにボランティアグループ、ＮＰＯなどと協働し
て地域社会で支えていく仕組みを作っていくことが重要となっております。
　このため、事業指針である「地域福祉活動推進プラン」に基づき、県や市町村、市町村社会福祉協議会
をはじめ、社会福祉施設、社会福祉団体等と連携・協力を図りながら、県民参加と協働による「誰もが　
その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現」をめざして、各種事業を推進いたしました。
　具体的には、東日本大震災を教訓とした災害時ボランティア支援体制の整備推進、福祉・介護人材の育
成・確保を図る研修・雇用一体型の事業や求職者と求人者のマッチングを進める事業、また、離職者や生
活困窮者等の自立を支援する生活福祉資金の貸付、さらには、住民主体の地域づくりの拠点としての多様
なサロン活動の普及促進、ボランティア・市民活動の支援、高齢者の健康・生きがいづくりの支援を実施
してきたほか、利用者本位の福祉サービスの提供を図る日常生活自立支援事業、苦情解決事業、外部評価
事業を実施するなど、各種事業に積極的に取り組みました。

経理区分 決算

運営適正化委員会事業 17,334,537

福祉サービス第三者評価事業 12,580,000

福祉・介護人材確保事業 828,524,844

福祉相談支援事業 6,500,000

次年度繰越金 22,892,265

合計 1,401,604,242
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　福祉・介護職の人材確保を図ることを目的に、
「就職相談会」を 6月 29 日（土）に、水戸駅ビ
ルエクセル　６階　エクセルホールにて開催し
ました。
　福祉職場への就職を希望する一般の方や学生
107 名と、職員採用予定のある福祉施設及び事
業者等（44 ブース）とが就職相談や面談、求人
情報の提供等を行いました。

　茨城県社会福祉協議会の福祉コミュニティづくり県民運動キャラク
ター「はんどちゃん」も、１日福祉人材センター長として、就職相談
会を盛り上げてくれました。
　次回は、９月 28 日（土）千葉県流山市にあります江戸川大学総合福
祉専門学校で、茨城・埼玉・千葉県合同の就職説明会を開催します。
３県境の 50 施設・事業所等が参加しますので、福祉職場への就職を希
望する方は、是非、ご参加ください。
【問い合わせ先】
　茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部 
　　TEL　029－244－4544

福祉の就職総合フェア2013～就職相談会～を開催して･･･

　茨城県社会福祉協議会では、学校教育法に規定する高等学校、大学（短期大学及び専修学校の専
門課程を含む）、又は高等専門学校に就学するために必要な費用（授業料など）や、それらの学校
に入学するときに必要となる経費（入学金など）の貸し付けを行っています。
　貸し付けの対象となる世帯は、茨城県内に居住する一定の所得額以下の世帯です。お住まいの市
町村や世帯の状況（人数など）によって所得額の条件が異なります。

※同じ目的で、日本学生支援機構、母子福祉資金等公的融資を既に利用されている方
（これから利用される方）は貸付対象外となります。
利用にあたっては、いくつかの要件を満たす必要がありますのでご留意ください。
　　詳しくは、市町村社会福祉協議会、地区担当の民生委員または県社協にご相談ください。

資 金 種 類 貸　付　限　度 据 置 期 間 償還期限 貸付利子

教育支援費

高校　月３５, ０００円以内
高専　月６０, ０００円以内
短大　月６０, ０００円以内
大学　月６５, ０００円以内

（卒業後）
６月以内 20 年以内 無利子

就学支度費 　　　５００, ０００円以内
※　貸付限度額の範囲内で、必要最小限の額の貸付となります。

高校以上の修学に必要な資金を“無利子”で貸付しています

教育支援資金貸付制度のご案内
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わかち合おう小さな善意 〈平成25年５月～平成25年７月善意金等の預託と払い出し状況〉（敬称略）

ボランティア基金
預託者名 金額（円）

株式会社　業電社 15,278
住友林業株式会社　安全協力施行店会　水戸支部 23,129

合計 38,407

善意品
預託者名 善意品 払出先名

日産プリンス茨城販売株式会社 車椅子10台 社会福祉施設
株式会社　ポップサーカス サーカス招待　　40施設 社会福祉施設
使用済み切手・使用済みテレホンカード等

預託者名 預託者名
深谷　恵美子 松間　常子
茨城いのちの電話 竹内　一郎
茨城トヨタ自動車株式会社 茨城町ボランティアの会
山下　圭子 茨城県庁内郵便局
水戸緑岡郵便局 髙栁　美幸、髙栁　真美、眞子　勉
全国納豆厚生年金基金 関彰商事株式会社
株式会社ブックエース 水戸市地域窓口センター東前
茨城県保健福祉部長寿福祉課 磯田　典子
社団法人　茨城県母子寡婦福祉連合会 筑波銀行従業員組合
みもり園 日本電技株式会社　つくば支店
株式会社　日立ハイテクコントロールシステムズ 茨城県保健福祉部福祉指導課
社会福祉協議会（石岡市、城里町、常総市、鉾田市、神栖市、日立市、北茨城市、茨城町、小美玉市、土浦市、大洗町、鹿嶋市、五霞町、つくば市、ひたちなか市、
常陸大宮市）

交通遺児福祉基金
預託者名 金額（円）

株式会社　アソシエグリーンファーム 9,790
一般財団法人　関東陸運振興センター 1,000,000

合計 1,009,790
善意金

預託者名 金額（円）
友榮会 15,000
茨城県遊技業防犯協力会 1,000,000
茨城県ばら切花研究会 17,771
中澤　望 50,000

合計 1,082,771

集まった使用済み切手・カード等は…

県社協で整理をし、買取り業者で換金し、県
内のボランティア活動への助成資金としてい
ます。

「第63回茨城県社会福祉大会」
開催のお知らせ

■日時　平成25年10月 31日（木）
　　　　オープニング　12 時 20 分
　　　　（受付 11 時 45 分から）
■場所　 水戸市「茨城県立県民文化センター   

大ホール」
■日程　オープニング
　　　　「ダブルダッチ」
　　　　世界チャンピオンの２チームによる演技
　　　　・「☆皆跳☆」
　　　　　守谷市を中心とした小学５年生チーム
　　　　・「ＤＩＡＮＡ」
　　　　　取手市の女子チーム
　　　　記念講演
　　　　　「あきらめない心」
　　　　　講師：佐野　有美　氏
　　　　式典
　　　　　 社会福祉功労者などを県知事、県社会

福祉協議会長、県共同募金会長が表彰
します。

　大会はどなたでも参加できますので、お問い合
わせください。
■参加問い合わせ先
　茨城県社会福祉協議会　企画室
　TEL　029－241－1133（代表）

受審しましょう
福祉サービスの質の向上に向けて
　福祉サービス提供者は、常に利用者の立場に
立った良質かつ適切な福祉サービスの提供に努め
る必要があります。
　そのため茨城県社会福祉協議会では、福祉サー
ビスの質について公正かつ中立な評価を行い、
サービス提供者の福祉サービスの質の向上に対す
る取り組みについて支援するとともに、評価結果
を公表することにより、利用者がより適切に福祉
サービスを選択できるよう、福祉サービス第三者
評価事業及び小規模多機能型居宅介護等外部評価
事業を推進しております。
　注１）福祉サービス第三者評価事業対象事業所
　　　　 　保育所、養護老人ホーム、軽費老人ホー

ム、ケアハウス、社会的養護関係施設（児
童養護施設、乳児院、情緒障害児短期治
療施設、児童自立支援施設、母子生活支
援施設）

　注２） 小規模多機能型居宅介護等外部評価事業
対象事業所

　　　　 　小規模多機能型居宅介護事業所、認知
症対応型共同生活介護事業所（グループ
ホーム）
問い合わせ先
　茨城県社会福祉協議会　福祉事業部
　TEL　029－241－1133（代表）
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「我が家のヒーロー？ヒロイン？」
守谷市社会福祉協議会　小林友勝

　我が家の家族は、父母、妻、長男（20）、次男（高２）、長
女（中２）の７人+犬２頭 +イシガメ。
　その次男が小学３年の時、小学校区のソフトボールチーム
に加入し、同時に私も保護者コーチとして手伝い始めました。
　私も小学生の時、子ども会のソフトボールのチームに入っ
て泥まみれになりながらボールを追い、走り回り、中学にいっ
たら「野球部！」と思っていたら、当時、町内には、中学校
が１校しかなく、野球部入部希望者は 30 名以上！あえなく
あきらめ、結局、中学・高校と軟式テニス部へ･･･。
　あれから 30 年！久しぶりのソフトボールは、ルールや道
具も変わっており、ルールブックを渡されて、次男と共に一
から勉強！
　毎週末、一緒に汗をかきながら、ボールを追いかけること
が楽しく、妻もあきれるほど、仕事で重ならない限り、朝か
らグランドへ･･･。一緒について来ていた長女も小学１年か
ら加入。その次男は、中学で野球部へ。高校でも野球を続け
るのかな？と思っていたら、バドミントン部へ。（ちょっと
残念！）
　同時に長女も小学校の卒業を迎え、保護者コーチの私も同
時に卒業！もう、応援もグランドにたつ事もなくなり、ちょっ

と寂しい思いが･･･とその時、少々男勝り？長女が「中学校
で野球部に入りたい！」と･･･通う中学校の野球部には今ま
で女子部員はおらず、顧問の先生に相談したところ、入部を
快諾。しかし、現実は厳しく、レギュラーは･･･。でも、毎
日休まず、白球を追いかけています。
　そんな中、今年の４月、県内の教員が中心になり、茨城県
初の女子中学生を対象にした「茨城女子野球クラブ」の設立
の話しが･･･。
　部活を続けながらも参加可能という募集チラシを手に長女
は「参加したい！」と。部活の顧問にも了解を得て、参加す
ると、県内各地から 29 名の「野球好き女子中学生」が集合。
決まった球場がまだなく、球場を転々としながら、８月の全
国女子ＫＢ野球選手権大会に向け、練習試合を重ねるも初勝
利はまだ･･･！でもチームは明るく、歓喜はもうすぐ？
　全国には、女子プロ野球や高校・大学の女子チームもでき
ていますが、茨城は、まだ歩み始めたばかり。皆さんの温か
いご声援をよろしくお願いします。

社 協職員リレートーク

（カッコいい？女子野球メンバー！）
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　茨城県内に住
む外国人は、お
よそ４万９千人
あまり（H24 年
末現在）。その
中でも日立市
に住む外国人
は 1300 人ほど
を占めます。日立市には大手企業や大学もあり、そこで
働き学ぶ外国人も少なくありません。外国から日立市
へやってきた外国人たちへ様々なサポート活動を行って
いるのが、今回紹介する「フレンドリーあんず」（以下、
あんず）です。
　このあんずの代表を務めるのが福地季子（としこ）さ
ん。福地さんはご主人の仕事柄、海外出張などで外国の
生活文化に触れる機会が多かったこと、会の活動で海外
に行ったり留学生とのお付き合いをしたことが、国際交
流を始めるきっかけとなったそうです。「遠い異国の地
で暮らすことは、決して楽なことではないということを
身を持って理解していました。様々な理由で日本に来た
彼らが安心してこの日立市で暮らすことが出来れば、と
いう思いがこの活動の原点です」と福地さん。手探りか
らスタートしたこの活動も 12 年目を迎え、今では夏祭
り・冬の年忘れ会の２大イベントを始めとし、週２回の日
本語教室や、料理や生け花など互いの文化交流や地域活
動への交流も盛んに行われています。
　取材に訪れたこの日は、日立市や消防本部との共同で
外国人を対象とした防災訓練が行われました。2011 年
の東日本大震
災以降、日本
では防災意識
の高まりが顕
著ですが、そ
の一方で日本
に住む外国人
への防災啓発

は置き去りにされていた感が否めません。そんな日立市
に住む外国人に避難の仕方、初期消火の仕方など通訳の
方を交え分かり易くそして楽しく講義が行われました。
その後に実施された防災交流サロンでは、軽食を楽しみ
ながら参加者
とスタッフと
の明るく活発
な意見交換な
ども行われ、
最後にお楽し
み抽選会で幕
を閉じこの日
の活動を終えました。
　終了後、福地さんに今後の活動についてお伺いしたと
ころ「外国人に喜んでもらえると本当にうれしいのです
が、その反面押しつけになっていやしないか？独りよが
りになっていないか？といつも自問自答しています。私
たちの活動に全く参加して頂けない外国人も多く、本当
に困っている方ももっとたくさんいるはず。また差別も
偏見も未だ少なくなく、地域との共生をすすめて行く必
要を感じています。」まだまだ課題山積なのだというこ
とが窺われました。なお日立市では現在、日立国際交流
協議会を通して、フレンドリーあんず等５団体が市内居
住外国人に対するサポート活動を行っており、更に連携
を深め、キメの細かい活動で日立市に住む外国人が安心
して生活できるよう期待されています。

はんどちゃんネットワーク運動　地域福祉活動レポート 日立市
［平成25年８月10日取材］

日立市「フレンドリーあんず」

右から半田さん、小塚さん、金岡さん、諸沢さん、
石田さん、福地さん、田所さん

参加者の明るい笑顔

消火訓練する参加者 交流サロンに集まったみんなと



はんどちゃん

安心して暮らせる
「福祉社会」の
実現をめざして

茨城県社会福祉協議会では、誰もが尊厳をもって、
住み慣れた家庭や地域の中でその人らしく自立し、
社会参加を行いながら、安心して暮らせる地域社会の実現をめざし、
市町村社協や社会福祉施設をはじめ、関係機関・団体との連携・協働
により「福祉社会」の実現に向けた取り組みを行っています。

茨城県社会福祉協議会が設置・運営しているセンター等です

茨城県ボランティアセンター
TEL.029-243-3805

ボランティア活動に関心のある方、ボランティアを必要とされ
る方は、お気軽にご相談ください。お問合せは、お住まいの各市
町村社会福祉協議会または茨城県ボランティアセンターまで。

茨城県福祉人材センター
TEL.029-244-3727　FAX.029-244-4543

職員を採用したい社会福祉施設・事業所などからの求人情報を
うけ、福祉の分野に就職を希望する方に無料で職業紹介を行っ
ています。

茨城わくわくセンター
TEL.029-243-8

わ く わ く

989　FAX.029-244-4
よ ろ こ ぶ

652
高齢者の生きがいと健康づくりを推進するため、各種スポー
ツ・文化活動に関するイベント等の開催や、わくわく元気アッ
プ講座などの生涯学習講座を開設しています。

茨城県総合福祉会館 利用の案内
茨城県総合福祉会館では、広く県民の皆様に気軽にご利用いただけるよ
う、県民サロンを利用したサロンコンサートの開催や、ギャラリーでの展
示会をはじめ、コミュニティホール（296名）・多目的ホール・研修室の貸出
しを行っています。各種講習会や研修・会議等にご利用ください。

〒310-0851水戸市千波町1918  TEL 029-244-4545  FAX 029-244-4548

茨城県日常生活自立支援センター
TEL.029-241-1134

認知症、知的障害、精神障害などにより判断能力が不十分で、
親族などの援助が得られない方に対して、次のサービスの相
談、支援を行っています。

■福祉サービスの利用援助や金銭管理■書類などの預かりサービス
相談などは無料ですが、生活支援員による援助にかかる費用は
原則として利用者にご負担していただくことになっています。福祉に関する苦情解決事業

（運営適正化委員会）TEL.029-305-7193

福祉サービスを利用するにあたっての、悩み事や困りごとにつ
いて、相談を受け付けています。解決のための助言・調整・あっ
せんを行います。



　これからの社会福祉を担う児童・生徒・学生をはじめ、広く県民を対象に、福祉・介護に関する広報・啓発を行うこと
により、福祉の仕事や職場へ興味を持っていただき、将来的な福祉・介護職への人材確保を図ることを目的として、福祉
職場 2013フェスティバルを次の通り開催いたします。
【期日・会場】
　11月 23日（土）　水戸駅ビルエクセル６階　エクセルホール、シネプレックス水戸　シネマ３　他
【内　容】　※催事の内容は予定であり、変更することもございます。
　●エクセルホール　　　 福祉の仕事と資格の紹介コーナー、介護福祉機器展示コーナー、福祉の就職紹介コーナー
　　　　　　　　　　　　販売コーナー　など
　●シネプレックス水戸　就職体験座談会、映画「最強のふたり」上映
【参加費】　無料
【問い合わせ先】　茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部　TEL029－244－4544

福祉職場2013フェスティバル開催のご案内

　福祉・介護職場への就労を希望する方等を対象に、茨城県福祉人材センター（無料職業紹介所）では、関係市町社会福
祉協議会の協力のもと、就職相談会を開催いたします。

相談内容
・求職に関する相談
・福祉の仕事／資格等の相談
・求人に関する相談

参加対象

・福祉の職場に就職を希望する方
・福祉の職場に関心のある高校生／専門学校生／短大生／大学生の方
・福祉の仕事／資格取得に関心のある方
・求人事業所の方

相談方法 ・相談無料
・予約制

開催日程 茨城県社会福祉協議会ホームページ（http://www.ibaraki-welfare.or.jp/）をご覧ください。

開催場所 石岡市、結城市、常陸太田市、北茨城市、常陸大宮市、桜川市、鉾田市、つくばみらい市、
小美玉市、阿見町

申込み・問い合せ先 茨城県福祉人材センター　029－244－4544

福祉・介護職場就職相談会のご案内

茨城県はんどちゃん人づくり研修等事業「施設職員等研修ガイド」
（平成 25 年 9 月～ 12 月開催予定分）

9 月

1 日 社会福祉施設等安全運転研修

4～ 5日 社会福祉施設等中堅職員研修Ｂ－①

10～ 11日 社会福祉施設等中堅職員研修Ｂ－②

19日 社会福祉施設等中堅職員研修Ａ－①

27日 社会福祉施設等中堅職員研修Ａ－②

10 月

1 ～ 2日 コーチングスキル研修Aコース

29～ 30日 子育て支援研修

11 月

7 日 保育所保健担当者研修

8日、11日 相談業務担当者研修

28～ 29日 コーチングスキル研修Bコース

※ 日程につきましては、あくまで予定です。講師との調整などにより、　開催日が変更になる場合がございますので、予
めご了知願います。 

※ 上記研修等についての問い合わせは、福祉人材・研修部（TEL：029－244－3755）までお願いいたします。
※なお、本会ホームページ「研修・会議のご案内」からも研修案内が閲覧できますので、ぜひご活用ください。 
　http://www.ibaraki-welfare.or.jp/modules/pico_04/index.php?content_id=37

職場体験事業のご案内　～福祉の仕事を体験してみませんか～
　福祉や介護に関心を持つ方に、社会福祉施設等で福祉・介護の職場体験の場を提供し、実際の職場の雰囲気やサービス
内容などを直接知っていただくことで円滑な就職を支援します。
　福祉の仕事に関心がある方　ぜひ参加してみてください！！
　１）参加要件　　福祉・介護に関心を有する方
　２）体験期間　　１人 10日間以内（１日６時間程度）
　３）参加費　　　無料（食事代、交通費、被服費等は自己負担）


